災害医療コーディネーター主導の医療救護時代を迎えて―「独立の日赤」から「協働の日赤」に変わるためにやるべきことは何か？― by 内藤 万砂文
























9/30 に合同救護チーム活動終了まで、登録延べ 955 チームが参加し、

































2009 年に始まった全国赤十字救護班研修会もすでに 21 回を数え受
講者は延べ 1,100 名を超えた。ほぼすべての赤十字病院、支部が受
講した。毎回受講者を上回る数の指導者が集まり、次世代スタッフ
育成も始められた。本社、支部、病院の顔の見える関係もできてき
た。一方で日赤災害医療コーディネーターの指名も始まった。今後
はこれらをさらに発展させるとともに、これまでの閉鎖的な日赤か
ら脱却して開かれた日赤を目指して多くの他組織との連携に取り組
む必要がある。ありとあらゆる機会をとらえて、他組織を知り、日
赤を知ってもらおうとする意識改革が強く求められている。
